
栃木県労働者福祉団体統一機関紙(1)

ゆとりある

福祉社会を

実現しよう！
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第
五
〇
回
定
期
総
会

成
功
裡
に
終
了

栃
木
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

五
月
二
二
日
栃
木
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
第
五
〇
回
定
期
総
会

が
栃
木
県
労
働
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
七
Ｆ
会
議
室
に
お
い
て
代

議
員
七
三
名
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
伍
井
労
福
協
会
長
よ

り
、
県
内
市
町
の
納
税
義
務
者

は
七
八
万
人
お
り
ま
す
。
そ
の

内
二
〇
％
が
年
収
二
百
万
円
以

下
で
生
活
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
年
収
二
千
万
円
以
上

も
ら
う
人
も
増
え
て
き
て
お
り
、

ま
す
ま
す
格
差
が
ひ
ら
い
て
き

て
い
る
と
い
う
現
状
に
あ
り
ま

す
。
働
く
人
の
特
徴
は
製
造
業

に
従
事
し
て
い
る
人
達
が
多
く

い
る
の
が
栃
木
県
の
現
状
で
あ

り
ま
す
。
労
福
協
は
伝
統
あ
る

団
体
と
し
て
、
左
右
に
関
係
な

く
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
引
き

続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
と

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
あ

い
さ
つ
と
し
て
、
連
合
栃
木
・

青
木
会
長
、
栃
木
県
・
赤
羽
労

働
政
策
課
長
、
民
主
党
栃
木
・

佐
藤
幹
事
長
、
社
会
民
主
党
・

松
本
代
表
よ
り
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
。

　

引
き
続
き
、
二
〇
〇
八
年
度

一
般
経
過
報
告
・
会
計
報
告
・

監
査
報
告
が
提
起
さ
れ
、
そ
の

後
、二
〇
〇
九
年
度
活
動
方
針
・

予
算
が
提
起
さ
れ
、
協
議
の
結

果
、
満
場
一
致
採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
会

長
に
伍
井
邦
夫
会
長
を
始
め
と

す
る
新
役
員
が
選
出
さ
れ
定
期

総
会
を
終
了
し
た
。

伍井会長あいさつ

森田理事長あいさつ

労福協の
シンボルマーク

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ

第三回 

総
会
開
催
さ
れ
る

　

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
と
ち
ぎ
第
三
回
総
会
が
、

五
月
二
八
日
栃
木
県
労
働
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
七
Ｆ
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
森
田
理
事
長
よ
り
、

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

と
ち
ぎ
は
二
〇
〇
七
年
四
月
に

設
立
さ
れ
、
緩
や
か
に
運
動
が

展
開
さ
れ
て
き
た
。

　

今
朝
の
朝
刊
に
は
、
貧
困
・

病
気
を
苦
に
し
て
自
殺
者
が
一

日
百
人
を
突
破
す
る
と
い
う
記

事
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
三
〇
歳
か
ら
五
〇
歳
の

人
達
が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
い

る
。
そ
し
て
強
盗
が
増
え
、
危

険
な
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
、「
働
く
人
の
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ
」
の

必
要
性
が
試
さ
れ
る
と
き
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
相
談
員
確
保
の
た

め
、
産
別
・
事
業
団
体
の
皆
さ

ん
に
は
、
Ｏ
Ｂ
の
人
達
に
呼
び

か
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、伍
井
労
福
協
会
長
、

青
木
連
合
会
長
よ
り
ご
来
賓
の

ご
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

引
き
続
き
、
二
〇
〇
八
年
度

一
般
経
過
報
告
・
会
計
報
告
・

監
査
報
告
が
提
起
さ
れ
確
認
の

後
、
二
〇
〇
九
年
度
活
動
方

針
・
予
算
が
提
起
さ
れ
、
そ
の

中
で
、
働
く
人
の
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
下
都
賀
支
部
よ
り
結
成

か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
な
ら
び

に
相
談
の
件
数
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、第
三
回
総
会
を
終
了
し
た
。
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中
央
労
働
金
庫

第
九
回
　
通
常
総
会

開
催
さ
れ
る

　

中
央
労
働
金
庫
第
九
回
通
常

総
会
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
二

十
四
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
・

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

出
席
代
議
員
五
五
四
名
の
他
、

多
数
の
来
賓
に
ご
出
席
い
た
だ

く
中
で
開
催
さ
れ
、
全
議
案
と

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
次
通
常
総
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
報
告
事
項

第
一　

二
〇
〇
八
年
度
事
業
活

動
報
告

第
二　

第
八
期
業
務
報
告
、
賃

借
対
照
表
お
よ
び
損
益

計
算
書
の
報
告

第
一
号
議
案

第
八
期
剰
余
金
処
分
案
承
認

の
件

第
八
期
剰
余
金
処
分
案
に
つ

い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

合
併
準
備
委
員
会
へ
の
参
画

に
関
す
る
件

　

第
一
〇
三
回
臨
時
理
事
会
に

お
い
て
「
合
併
の
方
向
性
を
確

認
し
、全
員
討
議
に
入
る
こ
と
」

を
決
定
し
、
議
論
を
深
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
会
員
討
議

の
結
果
を
踏
ま
え
、「
合
併
準

備
委
員
会
設
置
に
関
す
る
基
本

合
意
（
案
）」
を
確
認
し
、
合

併
準
備
委
員
会
へ
参
画
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

二
〇
〇
九
年
度
事
業
計
画
設

定
の
件

　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化

戦
略
」「
営
業
戦
略
」「
現
場
力

強
化
戦
略
」「
財
務
戦
略
」
の

四
つ
の
基
本
戦
略
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
「
職
場
Ｎ
Ｏ
・
一
金
融
機

関
を
」
目
指
し
ま
す
。

　
「
二
〇
〇
九
年
度
事
業
計
画
」

は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
や
雇
用

環
境
に
お
か
れ
て
い
る
組
合

員
・
勤
労
者
の
皆
様
の
生
活
応

援
・
生
活
防
衛
に
貢
献
す
る
金

融
機
関
と
し
て
役
割
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
を
最
重
要
点
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

第
四
号
議
案

定
款
一
部
変
更
の
件

　

店
舗
の
一
部
統
廃
合
な
ど
を

受
け
、
定
款
の
一
部
変
更
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
栃
木
地
区
に
お

い
て
は
店
舗
の
統
廃
合
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

第
五
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

の
件

　

役
員
（
理
事
・
監
事
）
に
つ

い
て
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
栃
木
地
区
で

は
小
口
太
造
監
事
が
退
任
し
、

亀
田
卓
監
事
が
新
た
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
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知
っ
て
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
！

オ
ー
ル
栃
木
ト
ラ
ベ
ル
の
「
温
泉
雑
学
講
座
！
」

〈
ろ
う
き
ん
〉
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
応
援
し
て

　
い
ま
す

〈
二
〇
〇
九
年
度
〉

中
央
ろ
う
き
ん
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

パ
ー
ト
ナ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
！

「
世
界
の
美
女
の
共
通
点
は
温
泉

に
あ
っ
た
！
」

・
楊
貴
妃
の
ロ
マ
ン
ス
の
舞
台

は
温
泉
地

　
皇
帝
や
政
治
を
動
か
す
ほ
ど
の
影
響

力
を
持
っ
て
い
た
絶
世
の
美
女
楊
貴

妃
。
皇
帝
が
楊
貴
妃
と
出
会
っ
た
の
が
、

秦
代
か
ら
続
く
温
泉
地
「
華
清
池
」
で

あ
る
と
い
わ
れ
、
二
人
は
毎
年
冬
か
ら

春
に
か
け
て
こ
の
温
泉
地
で
過
ご
し
た

と
い
い
ま
す
。「
華
清
池
」
に
は
今
も

四
ヶ
所
の
湯
元
が
あ
り
、
関
節
炎
や
皮

膚
病
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

・
小
野
小
町
の
美
人
の
湯

　
山
形
県
の
「
小
野
川
温
泉
」
に
は
、

平
安
期
の
絶
世
の
美
女
小
野
小
町
が
父

を
探
し
、
京
都
か
ら
東
北
に
向
か
っ
た

途
中
で
病
に
倒
れ
、
同
温
泉
に
つ
か
っ

て
病
を
癒
し
た
と
い
う
伝
説
が
今
で
も

残
っ
て
お
り
、「
美
肌
効
果
」
の
期
待

さ
れ
る
硫
黄
温
泉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

小
野
伝
説
と
相
ま
っ
て
“
美
人
の
湯
”

と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
福
島

県
に
あ
る
「
小
野
温
泉
」
は
小
野
小
町

の
生
誕
の
地
と
い
わ
れ
、
ア
ル
カ
リ
単

純
泉
は
小
野
ゆ
か
り
の
美
肌
を
つ
く
る

美
人
湯
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
将
軍
様
は
温
泉
が
お
好
き
」

歴
代
の
徳
川
将
軍
と
い
え
ど
も
人
の

子
、
温
泉
好
き
な
の
は
わ
か
ら
な
い
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
は
天
下
の
上

様
。
自
分
が
そ
う
そ
う
温
泉
地
に
赴
け

る
わ
け
も
な
く
、
ど
う
し
た
か
と
言
う

と
、
江
戸
城
ま
で
樽
に
入
れ
て
運
ば
せ

た
の
で
し
た
。
三
代
将
軍
家
光
の
こ
ろ

ま
で
は
箱
根
、
熱
海
の
湯
な
ど
徳
川
家

と
縁
の
深
い
静
岡
の
湯
が
中
心
で
し
た

が
、
八
代
将
軍
吉
宗
は
草
津
温
泉
か
ら

も
献
上
さ
せ
て
い
ま
し
た
。「
御
汲
湯
」

と
呼
ば
れ
た
こ
の
慣
習
は
恒
例
化
し
、

「
御
湯
樽
奉
行
」
な
る
も
の
ま
で
登
場
。

　
も
ち
ろ
ん
上
様
が
入
る
お
湯
な
の
で

粗
相
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
途
中
、
樽

を
地
面
に
置
く
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
肩

か
ら
肩
へ
と
引
き
渡
し
て
運
ば
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
数
、
平
均
し
て
年
間
四

百
樽
と
い
う
か
ら
す
ご
い
！

「
ツ
ム
ラ
温
泉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

オール栃木トラベル
０２８-６２５−２６１１

　
「
中
央
ろ
う
き
ん
助
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
二
〇
〇
九
年
助
成
対

象
団
体
決
定
を
受
け
、
五
月
二

十
六
日
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ア
ジ
ア
青
少

年
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お

い
て
、
記
念
品
贈
呈
と
交
流
会

を
兼
ね
た
「
パ
ー
ト
ナ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
「
中
央
ろ
う
き
ん
助
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
な
ど
の
市
民

活
動
を
援
助
す
る
た
め
に
、
二

〇
〇
二
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
制

度
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
対
象
分

野
を

（
一
）
ひ
と
づ
く
り
　（
二
）
ま

ち
づ
く
り
　（
三
）
く
ら
し
づ

く
り
　
と
し
、
自
ら
の
地
域
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
自
発
的
に
参
加
す

る
活
動
な
ど
を
重
視
し
て
選
考

し
て
お
り
ま
す
。

　

助
成
総
額
は
概
ね
一
七
〇
〇

万
円
。
地
域
で
新
た
に
活
動
が

開
始
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
定
着

す
る
こ
と
を
願
い
、
最
長
で
四

年
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

関
東
エ
リ
ア
一
都
七
県
を
対

象
に
、
“
ひ
と
・
ま
ち
・
く

ら
し
”
づ
く
り
を
応
援
す
る

こ
の
「
中
央
ろ
う
き
ん
助
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
今
年
で
八
年
目

を
迎
え
て
い
ま
す
。
応
募
団
体

は
三
八
二
団
体
に
も
の
ぼ
り
、

そ
の
う
ち
四
十
八
団
体
が
助
成

対
象
と
な
り
、
栃
木
地
区
か
ら

は
二
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に

「
中
央
ろ
う
き
ん
助
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
趣
旨
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
多
様
な
生
き
方
を
認
め

あ
う
暮
ら
し
を
実
現
す
る
活
動

を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2009 年助成対象団体

都県名 活動名 団体名

栃木 子育てサロン「みどり」特定非営利活動法人ウィズ

栃木
一滴からの草の根活動
〜カーボンニュートラ
ル・ＣＯ２削減！〜

特定非営利活動法人
青空を守る回
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落
雷
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
い
た
し
ま
し
た
。

家
財
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

〜
住
宅
・
家
財
保
障
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
〜

隣
の
火
事
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〜
「
失
火
責
任
法
」
〜

保
障
設
計
を
考
え
る

自分のため

家族のため

　

落
雷
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
い

た
し
ま
し
た
。「
雷
都
」
と
呼

ば
れ
る
宇
都
宮
を
は
じ
め
、
栃

木
県
内
各
地
で
雷
が
発
生
す
る

こ
の
季
節
、
住
宅
・
家
財
の
保

障
は
特
に
重
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
今
回
は
住
宅
・
家
財
保
障

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

住
宅
・
家
財
保
障
は
ト
ー
タ

ル
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。「
火
災
」
と
い
う
と
ど
う

し
て
も
「
住
宅
」
の
保
障
だ
け

を
考
え
が
ち
で
す
が
、「
家
財
」

の
保
障
も
万
一
の
際
に
は
必
要

で
あ
り
、
保
障
を
考
え
る
際
に

は
重
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
栃

木
県
に
お
い
て
は
、
先
述
の
通

り
、
落
雷
が
多
く
、
家
電
製
品

へ
の
被
害
が
多
い
た
め
、「
家

財
」
の
保
障
の
重
要
度
は
高
い

と
い
え
ま
す
。
全
労
済
で
は
、

万
一
の
際
に
生
活
を
再
建
す
る

た
め
に
必
要
な
保
障
額
の
目
安

と
し
て
、
加
入
基
準
を
設
定

し
、
加
入
基
準
通
り
の
加
入
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
左
の
表

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
加
入
基

準
と
現
在
の
保
障
内
容
を
見
比

べ
て
、
保
障
内
容
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

　
「
め
組
」
と
い
う
と
、
時
代

劇
な
ど
で
目
に
す
る
火
消
し
集

団
を
思
い
起
こ
す
方
は
多
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
火
消
し
集
団

の
火
消
し
方
法
は
、
火
元
の
両

隣
の
家
を
破
壊
し
て
、
燃
え
移

り
を
防
ぐ
と
い
う
、
現
代
で
は

想
像
も
つ
か
な
い
方
法
で
し

た
。

　

で
は
、
現
在
は
と
い
う
と
、

隣
の
家
で
火
事
が
起
き
た
際
、

両
隣
の
家
を
壊
す
事
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
消
火
作
業
の
放
水
に

よ
る
被
害
は
考
え
ら
れ
ま
す

し
、
消
化
が
遅
れ
れ
ば
、
燃
え

移
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
、
隣
家

の
火
事
に
よ
る
被
害
に
つ
い

て
、
日
本
の
法
律
は
「
失
火
責

任
法
」
と
い
う
法
律
で
、
重
過

失
が
な
い
場
合
は
、
損
害
賠
償

責
任
を
負
わ
な
い
よ
う
定
め
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
隣
の
火
事

で
被
害
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

賠
償
請
求
な
ど
が
出
来
な
い
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

隣
家
の
火
事
は
他
人
事
で
は

済
み
ま
せ
ん
。
自
分
は
注
意
し

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
、
と
は
い

か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
住
宅
や
家
財
保
障
に
つ
い

て
も
し
っ
か
り
と
考
え
て
、
十

分
な
保
障
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

火災・落雷・台風・豪雨から
盗難まで、万一に備えて
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南大通り店	 0 2 8 - 6 3 6 - 6 0 3 1
中 戸 祭 店	 0 2 8 - 6 2 1 - 6 0 3 1
真　岡　店	 0 2 8 5 - 8 0 - 6 0 3 1
足　利　店	 0 2 8 4 - 4 2 - 6 0 3 1
小　山　店	 0 2 8 5 - 2 2 - 6 0 3 1
矢　板　店	 0 2 8 7 - 4 3 - 6 0 3 1
大 田 原 店	 0 2 8 7 - 2 2 - 8 6 3 1

共済ショップは県内7店舗

我
が
家
を
長
持
ち
さ
せ
る
秘
訣

パ
ー
ト
③

お見積もり、ご相談は、お近くの各共済ショップまでお気軽にどうぞ

工場名 住　所 電話番号
宇都宮ブロック
㈱東野整備※ 宇都宮市平出工業団地 19-8 028(660)4391

㈿宇都宮車検センター※ 宇都宮市平出工業団地 44-14
028(662)5575
0120(11)5575

関東自動車整備㈱ 宇都宮市中一の沢町 1-5 028(634)2351

㈱実川自動車 宇都宮市滝の原 1-2-27 028(634)5395

安西自動車㈲※ 宇都宮市川田町 649-3 028(656)1070

㈲荻島自動車整理工場※ 宇都宮市江曽島本町 5-9 028(658)2557

渡徳自動車商工㈲ 鹿沼市久保町 1288 0289(62)2368

㈱丸重※ 日光市森友 1123-2 0288(22)0526

㈱真岡自動車整備工場 真岡市長田 1621-1 0285(82)2507

足利ブロック
長島自動車㈱※ 足利市末広町 4 0284(41)0317

朝日カーメンテナンス
足利工場 足利市新山町 4 0284(41)7171
福居工場 足利市島田町 778 0284(71)2101

ときわ自動車㈱ 足利市借宿町 1-22-7 0284(71)1630

㈲長島自動車 佐野市栃本 676-1 0283(62)0057

㈲藤倉モータース 佐野市下彦間町 238-4 0283(65)0071

㈲関根モータース 佐野市富岡町 58-4 0283(22)3669

2009 年　全労済指定整備工場一覧　お気軽にご利用下さい
㈲アズマオート 佐野市田島町 199-1 0283(23)6608

小山ブロック
㈱中嶋自動車※ 小山市神鳥谷 4-9-66 0285(22)2077

㈲殿塚自動車整備工場 小山市荻島 58 0285(38)2610

㈲篠原自動車整備工場※ 栃木市惣社町 3606 0282(27)5655

㈲平沢自動車整備工場※ 下野市下石橋 511 0285(53)3621

大出自動車㈱ 下都賀郡大平町富田 291 0282(43)2211

坂本自動車商会 下都賀郡藤岡町富吉 1901-1 0282(67)3311

矢板ブロック
㈲中野自動車整備工場※ さくら市卯の里 1-3-2 028(682)1191

㈲手塚自動車整理工場 塩谷郡高根沢町花岡 2157-1 028(676)0747

㈲サカエ自動車商会 塩谷郡塩谷町船生 234-5 0287(47)1078

大谷車検センター 矢板市扇町 2-10-3 0287(43)0224

㈲相馬自動車商工※ 那須塩原市共墾社 104 0287(62)0608

渡辺自動車工業 大田原市元町 1-6-24 0287(23)5005

㈲タカマツ自販※ 大田原市上奥沢 85-5 0287(23)3818

㈲田野モータース 那須烏山市野上 1199 0287(83)1351

㈲ハヤシモータース※ 那須塩原市南郷屋 4-30 0287(36)2311

※全労済共済代理店

栃
木
住
宅
環
境
協
議
会

室
内
壁
・
天
井
、
水
ま
わ
り
に

つ
い
て
。

パ
ー
ト
①
で
は
屋
根
に
つ
い
て

（
３
月
号
）
パ
ー
ト
②
は
外
壁

雨
樋
に
つ
い
て
（
５
月
号
）
は

各
々
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

室
内
壁
・
天
井

室
内
の
壁
や
天
井
に
水
が
し
み

出
し
て
き
た
ら
、
屋
根
材
の
ズ

レ
や
損
傷
に
よ
る
雨
水
の
浸
透

の
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
壁
内

や
天
井
裏
の
結
露
が
し
み
出
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

と
く
に
真
冬
で
晴
天
が
続
い
た

あ
と
に
水
が
し
み
出
す
よ
う
な

と
き
は
、
結
露
が
原
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

水
ま
わ
り

浴
室
・
台
所
・
洗
面
所
な
ど
ジ

メ
ジ
メ
と
水
気
の
多
い
水
周
り

部
分
は
、
カ
ビ
に
と
っ
て
最
適

の
繁
殖
環
境
で
す
。
壁
や
タ
イ

ル
の
目
地
な
ど
が
ポ
ツ
ポ
ツ
黒

ず
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

カ
ビ
は
見
苦
し
い
だ
け
で
な

く
、
建
材
を
傷
め
ま
す
。

水
ま
わ
り
で
発
生
し
た
湿
気
が

家
中
に
行
き
わ
た
り
、
建
物
の

寿
命
を
縮
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
要
注
意
で
す
。

　

小
ま
め
に
清
掃
し
た
り
、
入

浴
後
、
浴
室
の
窓
を
開
放
し
て

乾
燥
を
早
め
た
り
、
換
気
扇
を

活
用
し
た
り
す
る
の
も
防
カ
ビ

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し

換
気
扇
は
入
浴
後
二
時
間
程
、

稼
動
す
る
と
、
よ
り
一
層
の
効

果
が
期
待
で
き
る
よ
う
で
す
。

早
め
の
手
当
て
が
何
よ
り
で

し
ょ
う
。

『
屋
根
改
修
工
事
の
補
助
金
』

に
つ
き
ま
し
て
は
限
定
数
に
達

し
ま
し
た
の
で
終
了
い
た
し
ま

し
た
が
、
ご
好
評
に
よ
り
第
二

弾
『
補
助
金
』
工
事
制
度
を
企

画
い
た
し
ま
し
た
。
一
工
事
五

十
万
円
以
上
が
対
象
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
で
す
。

詳
細
・
お
問
合
せ
は
お
気
軽
に

栃
木
住
宅
環
境
協
議
会

０
１
２
０
ー
５
５
ー
３
４
３
６
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第
44
回
栃
木
労
生
協
総
代
会
終
わ
る
❀

※詳しくはパンフレット（契約概要）をご覧下さい。

〒320-0964 宇都宮市駅前通り1-3-1フミックスSTMビル

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
宇都宮支社　TEL028-623-0192

〒320-0052 宇都宮市中戸祭町 821　県労福センター 6F

栃木ファミリー（栃木労生協　保険部）
フリーダイヤル　0120-839-816

（引受保険会社） （お問い合わせ先・募集代理店）「生きる」を創る。

医療保障の備えは万全ですか？
【主契約】
がんの保障

【特約】
がん以外の病気・ケガの保障

【特約】
女性の上乗せ保障

プラス プラス

栃
木
県
労
働
者
消
費
生
活
協
同
組
合
（
栃
木
労
生
協
）

〇
二
八
ー
六
二
一
ー
四
一
五
七

　

第
４
４
回
栃
木
労
生
協
総
代

会
が
、
５
月
２
２
日
午
後
３
時

３
０
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

総
代
総
数
１
４
２
名
、
出
席
総

代
３
５
名
委
任
６
３
名
、
鎌
柄

理
事
の
司
会
で
、
石
崎
総
代
が

議
長
と
な
り

第
１
号
議
案２

０
０
８
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報

告
剰
余
金
処
分
案

及
び
監
査
報
告
に

つ
い
て

第
２
号
議
案２

０
０
９
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て

第
３
号
議
案役

員
補
欠
選
任
つ

い
て

選
考
委
員
長
渡
辺
理
事
よ
り
、

選
考
過
程
を
含
め
て
提
案
、
単

組
役
員
変
更
に
よ
る
選
任
の
為

立
候
補
者
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
亀
田
理
事
の
閉

会
挨
拶
で
無
事
総
代
会
が
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

供給高・計画比� （単位：千円）
事業計画 実　積 達成率

供 給 高 415,000 349,144 84.13%
一 般 商 品 （25,000） （18,459） （73.83%）
石 油 製 品 （390,000） （330,685） （84.79%）
（ 一般商品） （現金販売） （25,407）
供　給　高
科　目 供給高 　適　用　
一 般 商 品

石 油 製 品

24,000

350,000

指定店（店舗、出張販売）供給事業自主
供給事業（カタログ販売等）

（ガソリン供給事業）
合　計 374,000

役
職
員
一
同
２
０
０
９
年

度
目
標
達
成
の
為
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
組

合
員
の
皆
様
並
び
に
関
係

者
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
理
事
・
監
事
の
皆
様
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。新
理
事
・
監
事
の
方
々

栃
木
労
生
協
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す

役　員 氏　名 出　身　単　組
理　事 旧　小口　太造

新　 亀 田　　 卓
情報労連栃木県協議会

〃 　　田野辺耕一
　　野中　保志

県私鉄東武鉄道春日部支部

〃 　　高久　智博
　　阿久津一博

全農林栃木県対策委員会

監　事 　　坂上　光男
　　小古山　稔

中央労働金庫栃木県本部
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福祉センター

　
第
四
十
四
回

通
常
総
会
開
催
　

「
日
本
を
食
卓
か
ら
元
気
に
し
た
い
」

山田理事長挨拶

お
問
合
せ
は

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
宅
配
事
業
部

電
話
０
２
８
‐
６
３
４
‐
５
１
３
０

　

去
る
、
五
月
二
十
二
日　

午

後
二
時
三
十
分
よ
り
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
第
四
十
四
回
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

板
橋
副
理
事
長
が
司
会
と
な

り
開
会
を
宣
言
。

　

資
格
審
査
、
議
長
選
出
、
書

記
任
命
、
議
事
録
署
名
人
指
名

と
進
み
理
事
長
が
次
の
よ
う
な

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
「
常
日
頃
、
当
セ
ン
タ
ー
へ

の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
公
益
法
人
制
度
が
百
十

年
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
当
セ
ン

タ
ー
も
現
在
は
社
団
法
人
に
認

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
五
年
以
内
に
公
益
社
団･

財
団
法
人
か
一
般
社
団･

財
団

法
人
へ
移
行
申
請
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

去
年
の
十
二
月
か
ら
新
制
度

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
公
益
社

団･
財
団
法
人
へ
の
移
行
が
認

定
さ
れ
た
の
は
、
現
段
階
で
二

十
余
り
と
低
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
公
益
法
人
の
認
定
基

準
は
、
か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
移
行
準
備
期
間

と
し
て
新
制
度
の
認
定
基
準
を

調
査
研
究
し
来
年
度
の
申
請
に

向
け
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

再
来
年
は
、
セ
ン
タ
ー
創
立

四
十
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
合
わ
せ
移
行
申
請
を
終

了
さ
せ
新
た
な
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
し
て
躍
進
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

愛
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。」

　

引
き
続
き
、
次
の
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案　

二
〇
〇
八
年

度
（
平
成
二
十
年
度
）
事
業
及

び
決
算
報
告

　

第
二
号
議
案　

二
〇
〇
九
年

度
（
平
成
二
十
一
年
度
）
事
業

計
画
及
び
予
算
（
案
）

　

第
三
号
議
案　

登
記
す
る
資

産
総
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

第
四
号
議
案　

役
員
改
選
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
審
議

が
さ
れ
全
て
満
場
一
致
の
賛
同

を
い
た
だ
き
無
事
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

山
田　

博
由

板
橋　

賢
二

黒
﨑　

健
憲

印
南　

幸
裕

相
田　

美
由
紀

福
田　

宏
至

小
古
山　

稔

川
﨑　

宇
喜
夫

鎌
柄　

克
美

小

松　

清

金
子　

安
男

阿

部　

晃

加
部　

和
夫

刀
川　

京
子

中
村　

孝
夫

理
事
長

副
理
事
長

理　

事

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　
〃（
事
務
局
長
）

監　

事

　

〃　

　

〃　

新
役
員
名

国
産
の
米
を
配
合
し
た
飼
料
で

育
て
、
卵
殻
が
ピ
ン
ク
色
の
鶏

卵
「
稲
穂
の
み
の
り
た
ま
ご
」

の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
国
産

米
（
飼
料
用
と
政
府
放
出
米
）

を
１
０
％
配
合
し
た
飼
料
で
飼

育
し
た
７
万
羽
の
鶏
か
ら
採
卵

し
ま
す
。
年
間
約
２
５
０
ト
ン

の
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
置
き

換
え
が
実
現
し
、
食
料
自
給
率

の
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

　

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
で
は
、
食
料

自
給
率
に
関
す
る
組
合
員
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
食
料
自
給
率
の
ア
ッ
プ
に

貢
献
す
る
た
め
、
様
々
な
施
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。中
で
も
、

こ
の
度
の
「
稲
穂
の
み
の
り
た

ま
ご
」
と
、
今
年
の
４
月
１
３

日
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
飼
料

米
を
給
餌
し
た
豚
肉
「
お
米
そ

だ
ち
の
み
の
り
ぶ
た
」
は
、
食

生
活
に
欠
か
せ
な
い
卵
と
豚
肉

を
自
給
率
向
上
の
２
本
の
柱
と

し
て
、
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
飼
料
用
の
お
米
を
育
て

る
」、
そ
し
て
「
そ
の
お
米
で

鶏
を
育
て
る
」、
そ
し
て
「
そ

の
た
ま
ご
を
食
べ
る
」、
そ
し

て
「
食
べ
た
思
い
を
育
て
た
人

に
伝
え
る
」。
フ
ー
ド
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
取
り
組
み
で
、流
通
・

販
売
・
消
費
の
立
場
か
ら
飼
料

用
米
の
定
着
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

「
稲
穂
の
み
の
り
た
ま
ご
」
是

非
お
試
し
下
さ
い
。

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
の
宅
配
（
コ
ー

ブ
デ
リ
）
で
６
月
１
日
よ
り

発
売
中
！
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今
後
の
予
定

七
月

一
七
日栃

木
県
人
権
教
育
・
啓
発

推
進
県
民
会
議

二
三
日
・
二
四
日

中
央
労
福
協
国
内
交
流

（
埼
玉
県
）

二
八
日た

す
け
あ
い
編
集
委
員
会

二
九
日栃

木
県
自
殺
対
策
連
絡
協

議
会

三
〇
日 全

労
済
栃
木
県
本
部
総
代

会

八
月

三
日
・
四
日

２
０
０
９
年
度
代
表
者
会

議
・
幹
事
会
合
同
会
議

お
よ
び
２
０
０
９
年
度
事

業
団
体
責
任
者
会
議

四
日

夏
ま
つ
り

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

一
九
日第

二
六
〇
回
労
福
協
幹
事

会第
一
九
二
回
福
祉
セ
ン

タ
ー
理
事
会

❶
龍
王
祭

【
日
光
市
（
鬼
怒
川
・　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

川
治
温
泉
）】

七
月
二
五
日
～
二
六
日
鬼
怒
川

七
月
二
六
日
～
二
七
日
川
治

龍
王
峡
で
神
事
が
行
わ
れ
、
鬼

怒
川
温
泉
で
は
「
万
灯
神
輿
」

や
「
女
樽
み
こ
し
」
が
華
や
か

に
練
り
歩
く
。
川
治
温
泉
で
は

「
男
女
神
輿
」
や
華
麗
な
花
車

の
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
る
。

❷
山
あ
げ
祭

【
那
須
烏
山
市（
旧
烏
山
町
内
）】

　

七
月
二
四
日
～
二
六
日

四
百
五
十
年
の
伝
統
を
誇
る
日

本
一
の
野
外
劇
で
す
。
山
は
所

作
狂
言
（
お
ど
り
）
の
背
景
で
、

観
客
の
前
に
据
え
ら
れ
た
舞
台

か
ら
道
路
上
約
百
メ
ー
ト
ル
の

間
に
大
山
、
中
山
、
前
山
、
館
、

橋
、
波
な
ど
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
装
置
に
は
仕
掛
け
が

施
さ
れ
、
上
演
中
は
そ
の
進
行

に
伴
い
木
頭
（
指
揮
者
）
の
拍

子
木
を
合
図
に
様
々
に
変
化
し

観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

❸
真
岡
の
夏
祭
り

【
真
岡
市
】

　

七
月
二
四
日
～
二
六
日

「
日
本
の
夏
ま
つ
り
百
選
」
に

選
ば
れ
て
る
夏
祭
り
で
す
。
山

車
屋
台
、
神
輿
、
お
囃
子
が
お

祭
り
広
場
に
勢
ぞ
ろ
い
し
競
演

し
ま
す
。

❹
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り

【
宇
都
宮
市
】

　

八
月
一
日
・
二
日

真
夏
の
夜
の
祭
典
、
市
内
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
中
心
に
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
パ
レ
ー
ド
、

郷
土
芸
能
、
お
ど
り
、
お
囃
子

等
が
行
わ
れ
ま
す
。

❺
与
一
ま
つ
り

【
大
田
原
市
】

　

八
月
七
日
・
八
日

那
須
与
一
を
称
え
る
大
田
原
市

恒
例
の
夏
祭
り
で
す
。
昼
は
勇

壮
な
武
者
行
列
、
子
ど
も
み
こ

し
な
ど
歩
行
者
天
国
で
賑
わ
い
、

夕
方
に
は
流
し
踊
り
が
行
わ
れ

ま
す
。

県
内
　
夏
の
お
祭
り
・
花
火
情
報

❶

❷

❸

❹

❺

ＡＢ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

夏
の
お
祭
り
情
報

花

火

情

報

Ａ
真
岡
の
夏
祭
り
大
花
火
大
会

【
真
岡
市
】

　

七
月
二
五
日
（
土
）

　

19
時
～
21
時

　

真
岡
市
役
所
東
五
行
川
沿
い

　

約
二
万
発

Ｂ
足
利
花
火
大
会

【
足
利
市
】

　

八
月
一
日
（
土
）

　

19
時
～
21
時

　

渡
良
瀬
川
中
橋
下
流
河
川
敷

　

約
二
万
発

Ｃ
日
光
夏
の
花
火

【
日
光
市
（
今
市
）】

　

八
月
一
日
（
土
）

　

19
時
～
20
時
30
分

　

大
谷
川
河
畔　

約
五
千
発

Ｄ
う
つ
の
み
や
花
火
２
０
０
９

【
宇
都
宮
市
】

　

八
月
八
日
（
土
）

　

19
時
～
21
時

　

道
場
宿
緑
地
公
園

Ｅ
小
山
の
花
火

【
小
山
市
】

　

八
月
九
日
（
日
）

　

19
時
15
分
～
20
時
45
分

　

小
山
市
役
所
西
側
観
晃
橋
下

　

流
思
川
河
畔　

約
二
万
発

Ｆ
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
花
火

の
祭
典

【
茂
木
町
】

　

八
月
一
四
日
（
金
）

　

ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ

　

約
一
万
二
千
発

Ｇ
佐
久
山
納
涼
花
火
大
会

【
大
田
原
市
】

　

八
月
一
六
日
（
日
）

　

箒
川
河
川
敷（
岩
井
橋
付
近
）

　

約
五
千
発

※
詳
し
く
は
、
主
催
者
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。


